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東大和市の皆様 Muli Bwanji（こんにちは）！狭山出

身の橋本裕保（はしもとゆうほ）と申します。 

早いもので、マラウイに来てから丸一年が経とうとし

ています。現地語もまだまだ不十分で、思うように活動

が進まないことばかりですが、めげずに頑張っています。 

 

『Zikomo！！』の第一号では、マラウイの一般情報に

ついてご紹介しました。第ニ号ではマラウイの村の様子

や、村人達の生活についてご紹介します！ 

 

■マラウイの村の様子■ 

マラウイは、意外にも緑がそれほど多くありません。村に行って見

える風景は、赤茶色の地面、レンガ造りの家々、ポツポツと生えてい

る木々、ゴツゴツした岩肌がむき出しになった山などです。高い建物

が全くないので、地平線まで見渡せます（夕日が沈みゆく景色はとて

も美しいです！）。 

 

お金持ちの村人の家は屋根がアイロンシート（鉄板）で、そうでな

い家はワラでできています。多くの家庭には電気が通っておらず（冷

蔵庫もテレビもありません！）、日が暮れると何も見えなくなりますが、

星はとてもきれいに見えます！多くの家庭では家畜を飼っていて、一般

的なのが鶏や犬。お金持ちになるとヤギや豚、牛などを飼っています。

鶏やヤギや豚は放し飼いにされていて、至る所で見かけます。 

 

長いことマラウイにいると、鶏や豚を「美味しそう！」とか、「もう少

し太らせた方が良いな・・・」といった目で見るようになります（笑）。 

 

■マラウイの村人の生活■ 

 電気がないため、日が沈んだら寝て、日が昇ったら起きるとい

う生活です。話を聞いてみると、早い人で朝 4 時、大体の人は 5

時くらいには起きて畑仕事をしたり水汲みをします。夜は、8時く

らいには寝る人が多いようです。 

 水汲みや洗濯、食事の準備は女性の仕事で、男性は畑仕事をし

たり、ピースワーク（臨時のアルバイトみたいなもの）をして、

生活費を稼いでいます。その他、大きな池がある村では数カ月に

一回漁をして魚をみんなでワイワイしながら獲ります。獲った魚

は参加者で分配し、家の食事に出したり、近くのマーケットで売

って生活の足しにしています。 

 

魚を獲った後にカメラを向ける

と、嬉しそうな顔を見せてくれま

した！ 

時々、散歩中の牛に囲まれます 

村の風景、目印があまりないの

で、道を覚えるのが大変です！ 



メイズ（とうもろこし）が充分に収穫できなかったり、肥料を買うお金がないと嘆いている

彼らですが、日本人よりもよっぽど幸せそうに見えることもあります。 

 

■マラウイの主食 『シマ』■ 

マラウイの主食は『シマ』です。メイズ（とうもろこし）を粉末状にし

たものをお湯に溶かし、よく混ぜながら固めたもので、手でちぎって、こ

ねて食べます。シマだけでは味があまりないので、牛や鶏の肉、野菜と一

緒に食べます。 

 

シマは作り手によって味が違って、作り方

次第でパサパサして美味しくないものや、程

よい水分でもっちりした美味しいものにもな

ります。初めは全然美味しく感じなかったの

ですが、毎日食べていると不思議と美味しく思えてきます。特に、

村で食べるシマはいつも以上に美味しく感じます！ 

  

 レストランでシマを注文すると、シマとチキンと野菜のセット

が大体 700 クワチャ（約 175 円）で食べられます。コーラやファ

ンタを飲みながら食べます。 

お米は村人にとって高級なもので、クリスマスやその他お祝い

事がある時のみ食べます。私は、昼食はシマ、夕食は米を食べて

いますが、マラウイの米もなかなか美味しいです！ 

 

 

 

 

 

■ブログの紹介、連絡先など■ 

 

第ニ号はいかがでしたか？ご感想、ご意見、 

ご質問などは下記までご連絡ください！ 

今後もよろしくお願いいたします。 

 

橋本 裕保（はしもと ゆうほ） 

メール： yuho.hashimoto3@gmail.com 

 

★ブログを書いています！！ 

『とべ、UFO！ ゆうほの協力隊ブログ』 

http://tobe-ufo.com/ 

（『とべ UFO！』で検索！！） 

 

 

 

村ではシマをご馳走してくれます 

レストラン出るシマ 

シマを作る村のお母さん 

mailto:yuho.hashimoto3@gmail.com
http://tobe-ufo.com/


「ひがしやまとのこくさいこうりゅう」は、東大和市公式ホームページにも掲載しています。 

公式ホームページでは、写真を綺麗に見ていただけますので、ぜひご覧ください。 

【東大和市公式ホームページ】 http://www.city.higashiyamato.lg.jp/ 

  トップページ ＞ くらしの情報 ＞ 国際交流 ＞ 「ひがしやまとのこくさいこうりゅう」を配布して

います 

【ご案内】  外 国 人

がいこくじん

 のための 日本語

にほんご

学 習

がくしゅう

教 室

きょうしつ

 

 

 東大和市内には、ボランティアグループによる外国人のための日本語学習教室が３つあります。 

曜日や場所など、ご都合の良い開催日に直接教室へお越しください。 

①日本語

にほんご

の会

かい

 

曜日
よ う び

と時間
じ か ん

 毎週
まいしゅう

木曜日
もくようび

 午前
ご ぜ ん

１０時
じ

～１２時
じ

 

場 所
ば し ょ

 南街
なんがい

公民館
こうみんかん

２０４号室
ごうしつ

  東大和市
ひがしやまとし

南街
なんがい

５－３２  

会 費
か い ひ

 １か月
げつ

 ２００円
えん

 

連 絡 先
れ ん ら く さ き

 日本語
に ほ ん ご

の会
かい

 浜野
は ま の

 駿
たかし

  ☎０４２－５６４－６２７７ 

 

②にほんご友

とも

の会

かい

 

曜日
よ う び

と時間
じ か ん

 毎週
まいしゅう

土曜日
ど よ う び

 午後
ご ご

１時
じ

３０分
ぷん

～３時
じ

３０分
ぷん

 

場 所
ば し ょ

 中央
ちゅうおう

図書館
としょかん

２階
かい

 視聴覚室
しちょうかくしつ

  東大和市
ひがしやまとし

中央
ちゅうおう

３－９３０   

会 費
か い ひ

 １か月
げつ

 ２００円
えん

 

連 絡 先
れ ん ら く さ き

 にほんご友
とも

の会
かい

 吉田
よ し だ

 徹
とおる

  ☎０４２－５６４－１３００ 

 

③あつまれ日本語

にほんご

ひろば 

曜日
よ う び

と時間
じ か ん

 
毎週
まいしゅう

火曜日
か よ う び

 午後
ご ご

２時
じ

～３時
じ

３０分
ぷん

 

毎週
まいしゅう

金曜日
きんようび

 午前
ご ぜ ん

１０時
じ

～１１時
じ

３０分
ぷん

 

場 所
ば し ょ

 桜が丘
さくらがおか

市民
し み ん

センター
せ ん た ー

  東大和市
ひがしやまとし

桜が丘３－４４－１３  

会 費
か い ひ

 １か月
げつ

 ２００円
えん

 

連 絡 先
れ ん ら く さ き

 あつまれ日本語ひろば 西山 清  ☎０９０－６７０７－５９９７ 
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